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平成５年４月４日山崎留一氏の詞を補作作曲津久見旅情

異国の夢を追いかけて

一代を生きた宗麟も

今では眠る中田墓地

秋の日差のひそやかに

胸にクルスの像かなし

ああ津久見の旅ごころ

ああ津久見の秋の日よ

胡麻柄願寺の石山に

望めば海の紺碧に

セメント船が出でてゆく

哀愁のせて笛の音は

潮の香ときこえくる

ああ津久見の旅ごころ

ああ津久見の秋の日よ

昇る朝日に照り映えて

黄色まぶしい丘畑に

蜜柑摘む娘の声がする

姉さかぶりに襷して

唄うどの娘もおさな顔

ああ津久見の旅ごころ

ああ津久見の秋の日よ



津久見旅情
摺招妄言
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